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日
本
は
戦
後
、
日
本
国
憲

法
第
20
条
で
政
教
分
離
を
定

め
た
。
国
に
よ
る
神
道
の
保

護
を
改
め
、
全
て
の
宗
教
を

等
し
く
扱
う
大
き
な
転
換
だ

っ
た
。
同
条
制
定
に
影
響
を

与
え
た
の
が
米
国
の
「
政
教

分
離
原
則
」
と
髙
畑
教
授
は

述
べ
る
。「
日
本
の
裁
判
所

が
政
教
分
離
問
題
に
、
積
極

的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
１
９
７
０
年
代
後
半

か
ら
で
す
。
最
高
裁
の
判
断

基
準
に
影
響
を
与
え
た
の
も

米
国
の
政
教
分
離
裁
判
と
さ

れ
ま
す
」。
で
は
、
米
国
で

同
原
則
が
ど
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
た
か
。

清
教
徒
、
北
部
に
入
植

米
国
と
い
え
ば
、
英
国
か

ら
渡
っ
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

（
清
教
徒
）
ら
宗
教
的
迫
害

を
逃
れ
た
移
民
が
つ
く
り
、

キ
リ
ス
ト
教
に
根
差
し
た

国
、
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ

る
。「
そ
の
米
国
は
政
教
分

離
を
初
め
て
採
用
し
た
国
家

で
も
あ
り
ま
す
」

英
国
は
イ
ギ
リ
ス
国
教
会

を
国
家
の
宗
教
と
す
る
。
ヘ

ン
リ
ー
８
世
は
国
教
会
を
樹

立
し
て
、
ロ
ー
マ
法
王
の
支

配
か
ら
脱
し
た
。
聖
書
や
典

礼
も
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
異
な

る
。
と
は
い
え
、
国
教
会
の

教
義
は
、
純
粋
な
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
は
相
入
れ

な
い
。

そ
の
英
国
教
会
か
ら
迫
害

を
受
け
た
会
衆
派
な
ど
の
ピ

ュ
ー
リ
タ
ン
は
、
北
米
大
陸

東
部
13
植
民
地
の
う
ち
、
主

に
北
部
の
植
民
地
に
入
植
し

た
。「
初
期
の
植
民
地
で
は
、

政
府
が
特
定
会
派
、
あ
る
い

は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
全
体
を

優
遇
す
る
『
公
定
宗
教
制
』

が
と
ら
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
信
仰
が
共
同
体
の

一
員
と
な
る
条
件
で
し
た
」

　

13
の
植
民
地
は
18
世
紀
後

半
に
英
国
か
ら
独
立
。
合
衆

国
は
連
邦
憲
法
修
正
第
１
条

で「
政
教
分
離
」を
掲
げ
た
。

こ
れ
は
連
邦
政
府
だ
け
に
適

用
さ
れ
、
宗
教
行
政
は
州
政

府
に
任
さ
れ
た
が
、
各
州
で

も
徐
々
に
公
定
宗
教
制
を
見

直
す
動
き
が
広
が
る
。
１
８

３
３
年
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
を
最
後
に
特
定
会
派
へ

の
優
遇
は
廃
止
さ
れ
た
。

「
し
か
し
、
州
の
公
務
員

採
用
で
は
信
仰
に
つ
い
て
尋

ね
る
宗
教
審
査
が
容
認
さ
れ

ま
し
た
。
裁
判
で
陪
審
員
、

証
人
に
な
る
際
の
宣
誓
で
も

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
19
世
紀
後
半
ま
で
は
事

実
上
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を

国
教
と
し
て
処
遇
し
て
い
た

と
す
る
学
説
も
あ

り
ま
す
」

米
国
の
工
業
化

に
よ
る
労
働
力
不

足
、
母
国
の
飢
饉

な
ど
を
背
景
に
、

１
８
４
０
年
代
に

ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ

ク
が
支
配
的
な
南

欧
諸
国
や
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
な
ど
か
ら

移
民
が
大
量
に
流

入
し
た
。
入
植
者

は
自
ら
の
教
会
を
建
て
、
母

国
か
ら
神
父
を
呼
び
寄
せ

る
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
信
仰
の

自
由
は
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
移
民
の
子

ど
も
や
２
世
に
対
し
て
は
、

学
校
教
育
を
通
じ
た
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
へ
の
同
化
政
策
が

と
ら
れ
た
。「
公
立
学
校
で

は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
聖
書

（
欽
定
聖
書
）
が
使
わ
れ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
側
か
ら
の
反
発

を
招
き
ま
し
た
」。
欽
定
聖

書
を
読
む
こ
と
自
体
が
背
信

行
為
と
み
な
さ
れ
た
か
ら

だ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
私
立
学

校
へ
の
公
金
支
出
も
禁
止
さ

れ
、
宗
教
対
立
の
要
因
と
な

っ
た
。

今
の
米
国
で
は
ど
う
か
。

「
公
立
学
校
教
育
で
の
同
化

政
策
は
１
９
６
０
年
代
に
終

焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）
を
迎
え

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
聖
書

の
朗
読
と
祈
祷
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
」

「
宗
教
上
の
同
化
政
策
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
国
家

へ
の
同
化
政
策
は
今
日
も
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で

は
毎
朝
、
子
ど
も
た
ち
が
国

旗
に
向
か
っ
て
『
忠
誠
宣

誓
』
を
行
い
ま
す
。
多
様
な

民
族
を
統
合
す
る
た
め
に
、

合
衆
国
へ
の
帰
属
意
識
が
重

要
視
さ
れ
ま
す
」

習
俗
と
儀
礼

政
教
分
離
と
は
、
全
て
の

宗
教
的
要
素
を
排
除
す
る
こ

と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
ク

リ
ス
マ
ス
を
祝
い
、
西
暦
を

用
い
、
日
曜
日
を
休
日
と
す

る「
習
俗
的
行
為
」が
あ
る
。

「
キ
リ
ス
ト
教
が
起
源
な
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
、
と
は
な

り
ま
せ
ん
」

「
教
え
子
の
葬
儀
が
仏
式

で
行
わ
れ
て
も
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
の
教
師
は
会
葬
す
る
で

し
ょ
う
。
職
場
ぐ
る
み
で
地

域
の
祭
に
参
加
す
る
。
こ
う

し
た
公
人
と
し
て
社
会
で
求

め
ら
れ
る
振
る
舞
い
、『
社

会
的
儀
礼
』
も
、
政
教
分
離

の
範
囲
内
で
許
容
さ
れ
る
も

の
で
し
ょ
う
」

「
国
家
と
宗
教
と
の
関
係

は
、
そ
の
国
の
歴
史
と
伝
統

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
日

本
で
も
宗
教
は
社
会
や
文
化

に
根
付
い
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
政
教
分
離
の
あ
り
方
も

そ
れ
に
応
じ
た
も
の
に
な
る

べ
き
で
し
ょ
う
」

践
的
と
い
う
言
葉
に
は
消
費

者
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
発
掘

し
て
具
現
化
さ
せ
る
と
い
う

意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

従
来
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

リ
サ
ー
チ
で
は
、
消
費
者
ア

ン
ケ
ー
ト
や
グ
ル
ー
プ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
消
費
者
の
意
図

を
す
く
い
上
げ
て
き
た
も
の

の
、
そ
れ
で
は
も
う
古
い
。

消
費
者
自
身
が
意
識
す
ら
し

て
い
な
い
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け

て
き
て
、
そ
れ
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
変
え
、
商
品
化
に
結
び

つ
け
る
と
い
う
観
察
手
法

は
、
大
手
の
企
業
も
最
近
取

り
入
れ
て
い
る
。

「
そ
れ
ら
を
学
生
に
も
体

験
し
て
も
ら
う
」
と
語
る
言

葉
に
は
、
研
究
の
最
前
線
に

立
つ
実
践
派
の
面
目
躍
如
た

る
も
の
が
あ
る
。

横
山
准
教
授
の
研
究
の
原

点
に
あ
る
の
は
、
小
さ
な
商

店
が
軒
を
連
ね
た
商
店
街
や

繁
華
街
の
裏
通
り
な
ど
、
都

市
部
な
ら
ど
こ
に
で
も
あ
る

風
景
だ
。
懐
か
し
さ
を
覚
え

る
そ
ん
な
風
景
は
、
社
会
や

競
争
環
境
の
変
化
に
よ
り

徐
々
に
そ
の
力
を
失
い
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
を
何
と
か
で
き

な
い
か
、
と
い
う
の
が
研
究

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

最
初
は
商
店
街
で
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
各
小
売
店
が
協

力
し
て
進
め
る
集
客
活
動
や

地
域
活
性
化
を
集
中
し
て
研

究
。
そ
こ
か
ら
海
外
の
状
況

や
、
中
小
商
業
の
存
在
が
商

品
流
通
全
体
に
ど
の
よ
う
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か
、

ま
た
大
型
店
と
の
競
争
関
係

に
つ
い
て
も
、
研
究
を
進
め

て
き
た
。
最
近
は
研
究
対
象

を
中
規
模
チ
ェ
ー
ン
小
売
企

業
に
ま
で
広
げ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
新
た
な
発

見
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
過
去

の
研
究
で
は
、
商
業
者
は
経

済
活
動
を
行
う
主
体
な
の

で
、
利
益
や
効
率
を
最
も
重

要
な
も
の
と
し
て
行
動
す
る

と
想
定
し
て
理
論
化
し
て
き

た
が
、
意
外
に
そ
う
で
も
な

い
。
自
分
の
店
は
放
り
出
し

て
街
の
た
め
に
頑
張
る
者
も

い
れ
ば
、
自
分
の
店
が
頑
張

る
こ
と
で
結
果
的
に
街
の
た

め
に
な
る
と
考
え
る
者
も
い

る
な
ど
、
商
業
者
と
い
え
ど

も
千
差
万
別
。
中
小
規
模
の

商
業
で
は
、
そ
ん
な
想
定
で

は
見
え
な
か
っ
た
も
の
が

次
々
と
出
て
き
た
。

デ
ー
タ
を
解
析
・
分
析

大
型
店
の
出
店
攻
勢
は
世

界
的
な
趨
勢
だ
が
、「
大
型

店
に
は
有
利
な
面
も
あ
れ
ば

不
利
な
面
も
あ
る
。
だ
か
ら

中
小
も
や
り
よ
う
に
よ
っ
て

は
、
十
分
生
き
残
れ
る
余
地

が
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
横

山
准
教
授
の
考
え
で
あ
る
。

例
え
ば
、
家
族
経
営
に
近

い
零
細
規
模
の
商
店
の
場
合

―
―
。
特
定
の
顧
客
を
ガ
ッ

チ
リ
捕
ま
え
、
そ
の
ニ
ー
ズ

を
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る

ま
で
把
握
で
き
れ
ば
、
顧
客

に
と
っ
て
そ
の
店
は
最
も
き

め
細
か
く
自
身
の
希
望
に
沿

っ
た
対
応
を
し
て
く
れ
る
。

抱
え
る
顧
客
が
少
な
け
れ
ば

少
な
い
ほ
ど
利
点
に
な
る
と

い
う
観
点
か
ら
の
有
利
さ
だ
。

あ
る
い
は
狭
い
地
域
で
人

気
の
あ
る
中
堅
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
場
合
―
―
。
農

産
物
や
海
産
物
が
典
型
的
だ

が
、
手
当
て
す
る
商
品
の
量

が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
仕
入
れ
の
値
段
が
高
く

な
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
あ

る
。
同
じ
大
き
さ
で
形
も
そ

ろ
っ
た
野
菜
の
規
格
品
を
確

保
す
る
に
し
て
も
、
量
が
多

い
ほ
ど
難
し
く
な
る
。
そ
の

分
コ
ス
ト
も
か
さ
む
訳
で
、

全
国
展
開
す
る
大
型
ス
ー
パ

ー
に
と
っ
て
は
不
利
。
逆
に

小
回
り
の
効
く
中
堅
ス
ー
パ

ー
に
は
有
利
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、

現
場
を
訪
ね
て
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
と
、
定
量
的
な
デ

ー
タ
解
析
を
積
み
重
ね
て
の

賜
物
だ
。
中
小
規
模
の
商

店
の
強
み
を
、
事
業
者
や

顧
客
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で

聞
き
出
す
一
方
、
政
府
資

料
の
商
業
統
計
や
事
業

者
・
顧
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
傾
向
を
探
る
。

だ
か
ら
ゼ
ミ
生
を
指
導

す
る
際
も
、
力
を
入
れ
る

の
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
実
際
に

街
に
出
て
取
材
や
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
報

告
書
や
研
究
論
文
を
作
成
す

る
。「
出
来
る
だ
け
新
し
い

現
象
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
を

通
じ
て
、
社
会
の
変
化
と
か

見
え
な
い
因
果
関
係
と
か
が

分
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
ま

ず
は
行
っ
て
み
て
、
感
じ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝

一
方
で
、
企
業
か
ら
“
お

題
”
を
も
ら
っ
て
、
そ
の
ニ

ー
ズ
を
汲
み
取
っ
た
新
製
品

の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

に
、
横
山
ゼ
ミ
ぐ
る
み
で
毎

年
応
募
。
29
大
学
33
ゼ
ミ
が

参
加
し
た
昨
年
の
大
会
で

は
、「
枡
の
特
性
を
生
か
し

た
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
な
ア
ク

セ
サ
リ
ー
ス
タ
ン
ド
」や「
子

供
の
表
現
力
で
作
れ
る
ペ
ン

マ
グ
」
な
ど
計
３
点
が
テ
ー

マ
優
勝
を
獲
得
し
た
。
ダ
ン

ボ
ー
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

で
苦
労
し
て
制
作
し
た
試
作

品
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
手
で

今
年
中
に
製
品
化
さ
れ
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
の
狙
い

は
、
実
践
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
学
ぶ
た
め
だ
が
、
実

髙
畑
　
英
一
郎
（
た
か

は
た
・
え
い
い
ち
ろ
う
）

平
成
３
年
成
城
大
学
法
学

部
卒
、
９
年
米
ジ
ョ
ー
ジ

ア
大
学
ロ
ー
ス

ク
ー
ルLL.M

.

修
了
、
10
年
日
本
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
満
期
退
学
。
同
年

同
大
学
法
学
部
助
手
、
助

教
授
な
ど
を
経
て
25
年
教

授
。
25
年
３
月
か
ら
２
年

間
、
米
ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
学

カ
ム
デ
ン
校
州
憲
法
研
究

所
客
員
研
究
員
。

専
門
は
公
法
学
、

憲
法
。
日
本
公
法
学
会
、

比
較
憲
法
学
会
な
ど
所
属
。

著
書
は
『
憲
法
』
ほ
か
多

数
。
東
京
都
出
身
。
48
歳
。

横
山
　
斉
理
（
よ
こ
や

ま
・
な
り
ま
さ
）
平
成
12

年
同
志
社
大
学
商
学
部

卒
、
19
年
神
戸
大
学
大
学

院
経
営
学
研
究

科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
博
士（
商
学
）。

同
年
に
流
通
科
学
大
学
商

学
部
の
専
任
講
師
と
な

り
、
准
教
授
へ
。
24
年
に

日
本
大
学
商
学
部
に
移
っ

て
准
教
授
。
専
門
は
流

通
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
。
日
本
商
業
学
会
、
日

本
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
学
会
、
組

織
学
会
、
日
本
消
費
者
行

動
研
究
学
会
な
ど
に
所
属

す
る
。
大
阪
府
出
身
。
37

歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル

政
教
分
離
、米
国
が
初
め
て
採
用

�

法・髙
畑 

英
一
郎
教
授

中
小
商
業
の
存
在
意
義
を
巡
る
流
通・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究�

商・横
山 

斉
理
准
教
授

プロテスタント国教制だった19世紀の米国
公教育の場で同化政策

いまも続く「忠誠宣誓」

特
定
の
顧
客
を
抱
え
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
要
視

研究室で書籍を探す髙畑教授

研究室でデータを分析する横山准教授

授業で「憲法」を講じる髙畑教授和気あいあいとしたゼミ風景
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